
 

 

 

   

   

   

  

 

 

 

 

 

～麦田元気朝市祭～ 

なぜ朝市を開催しようと思ったのですか？ 
大谷会長：10年前に朝市を行ったことがありますが、1回きりで終わってしまいま

した。望月さんにその話をしたところ、ぜひやろうとなり、昨年から朝市

が実現しました。 

 

10年前の朝市と違うところは？ 
大谷会長：前回は神奈川県に相談して、一緒に運営をしましたが、今回は麦田町発

展会や地域が主体となって行っています。ありがたいことに、地域の皆

さんのご協力もあり、好評です。 

 

朝市の今後の目標を教えてください。 
望月さん：商店街の出店店舗を増やしていきたいのと、発展会をより多くの方に知

ってもらいたいです。長く続けることで、地域の活性につながるといい

なと思います。 

 

3月まで月 1回開催された朝市も、今後はパワーアップして、４月からは奇数月に

開催される予定です。会長の思いと望月さんの熱意によって実現した朝市―。 

今後も長く地域に愛されるよう進化を続けていくようです。 

 

 

～地域への思い～ 
大谷会長と望月さんは共通して「地域の助け合いを大切にしたい」と話されていました。 

取材の中で、全国唯一の「麦田町」、当たり前に挨拶ができる下町っぽさのある「麦田町」な

どのフレーズから、地域への「誇り」を感じました。その中で「商店街の役割は地域貢献に変

化してきている」という大谷会長の言葉からも、自分たちのまちを支えていきたいという

熱意を感じました。 

「人と人の繋がりを大切にしていきたい」という願望が、大谷会長・望月さん・発展会の

皆さん・地域・ボランティアなど全ての「出会い」によって形づけられ、朝市は開催されてい

る―。私は取材の中でそう思いました。 

今後に関しては、望月さんは「もっと地域を知って、試行錯誤を繰り返して、地域を盛り

上げたい」と仰っていました。麦田町の発展を見ることができた気がして、楽しみです。 

 

学生×地域活動 

深掘りインタビュー 

～温かい交流の場に～ 

朝市では、コンビニやスーパーと違い、来た方々、運営されてい

る方々で談笑する姿をよく見ます。最近少なくなってしまった地

域の繋がりを大切にしたいという思いが、麦田町には溢れていま

す。朝市が始まった理由として、商店街が時代とともに変わった

という背景があります。昔は物を売り、会話を楽しむ姿がありまし

たが、現在は効率化が進み、物の売買をいかにスムーズに行うか

が重視されがちです。しかし「昔のように店員さんと話すこと、そ

れを好む人もいる」と大谷会長は話します。そこにある温かみを

求める人もいるのだとー。また、麦田町を含む周辺地域は下町情

緒があり、お互いに挨拶を交わし合える人が多いことが強みだと

望月さんは話します。 

今回の取材で、人の温かさや結束力で、麦田町はこれからも愛

される地域であり続けるのだろうなと感じました。 

～商店街から広がる地域の輪～ 

麦田町の商店街は、人のつながりをとても大事にされていま

す。麦田町発展会の大谷会長は、商店街の強みはお客様と対面で

お話ができることだと仰っていました。お話を通して、商品ではな

く「自分」を売っているような気持ちでお客様と向き合い、物の売

買だけでなく会話を楽しみながら、人間関係の輪を広める商店街

の姿が想像できました。人とのコミュニケーションを大切にする商

店街は、人と商品だけでなく、人と人がつながる場です。それに加

えて、商店街は現在「地域の見守り」という役割も担っています。

麦田地域ケアプラザでは認知症の方への対応に関する講習、持ち

運びできる救急セット「FA」は、地域で怪我をした際の助け合いを

広げる活動をしています。さらに、朝市など地域活動を積極的に

行っており、地域の方々が安心して暮らせるまちづくりに貢献し

ています。人のつながりを大事にする商店街の姿勢は、麦田町や

その住民の方々を大切に思う気持ちで溢れていました。 

 

Q＆A 

昨年１０月から毎月第２日曜日、麦田町で元気朝市祭が開催されています。

約６０年続く麦田町の商店会である「麦田町発展会」が主催で、元気いっぱい

に地域を盛り上げています。そんな朝市について、大学生が発展会の大谷会長

と、朝市を率いているエヌケン・ホームの望月さんにお話しを伺いました！ 

 

文：山村 陽満里 

文：平川 竣也 

文：今岡 康行 

文：小林 秋穂 

麦田地域ケアプラザの

多目的ホールで、オンラ

インも含めた取材を行

いました！ 

横浜市青少年育成センター（よこはまユース）が、コロナ禍で活動が減っている大学生に、

取材活動などを通して地域団体とつなげる取組を 2020年から行っています。今回はその一

環として、麦田地域ケアプラザの担当地域（第 3地区やその周辺）に来てくださっています。

地域活動に参加したり、企画したり、取材活動を展開しています。 

若者ならではのアイデアが光り、地域の方に喜んでいただける企画は何だろう？と考える

姿から、ケアプラザも学ばせていただいています。これをきっかけに、今後も一緒に地域を

盛り上げていくことを期待します…！ 

 

 私たちが 

取材しました！ 

大人も子どもも一緒に楽しめる「昔あそび」は大好評。 

塗り絵や折り紙などは小さなお子さまに人気でした。夢中

で色を塗っている間に、親御さんたちはお買い物♪ 


